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サトウキビＮ：ＣＯ．Ｓフｅについて

当安武・作元照文・元田徳広

（鹿児島県農業試験場徳之島糖業支場）

1．試験実施年次並びに場所

■~壱T霊室iiB菫鱸i:JJ

LlⅡi鷲響…■

－１

ﾕ965年徳之島糖業支場

〃喜界町，現地委託試験
一一一一一一一一一一一1

,965年知名川喜界町(現地委託試験）｜
〃南栄糖業（沖永良部）会社提供Ｉ

春
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夏
株

2．試験の経過

ユ963年度のキビ作は，ユ962年ﾕ２月下旬から1963年２月

上旬頃まで例年にない烈しい寒波におそわれ茎葉は被害

をうけ，サトウキビの伸長及び茎数の発生は特に悪いよ

うであった．

またサトウキビの伸長期の４月から７月にかけて異状

干ばつで，ヅートウキピの伸長は悪かったが８月上旬から

降雨順調で生育もやや挽回した．

1964年度は全期を通じて気象条件にめぐまれ特に４月

以降サトウキビの伸長期にも降雨分布は比較的良好で収

量は例年にみない多収を示した．1965年のキビ作は，ユ9

65年の生育前期即ちユ月以降気温がやや低目で特に生育

の旺盛な３月以降８月までも気温低<，その上７，８月

の干ばつで例年に比べて生育悪〈全般的に低収であっ

た．

徳之島糖業支場

知名町，天城'１１J，笠利町，喜界町
（現地委託試験）

徳之島糖業支場

与論町，和泊町，天城町，瀬戸内町
（現地委託試験）

南栄糖業（沖永良部），富国製糖
（笠利町）会社提供

〃

ﾕ965年

〃

ﾕ965年樋

3．試験結果および考察
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ユ966年夏植

,畠壷茗雰|植付後迦明
－１{ヅilz…＿
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概要（Ｎ：Ｃｏ３ｍとの比較）

草丈の伸長は多少早く，収穫時の原料茎長も僅か

に長い．

茎径はほとんど変わらない．

分げつ力旺盛で有効茎歩合も比較的高く収穫時の

茎数も多くまた茎の揃いがよい.

プリックズや糖度はやや低い．

耐病，耐虫性はほぼ同程度のようである．

耐干性は僅かに劣る．

収穫跡の萠芽性よく株出収量も多い．
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一一瞬》第２表発芽勢並びに発芽率．

（例）Ｌ966年春植

尾建.享圓|植付後圖旧圓'｡咄 93％ 92％97％ 93％30日目
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ユ964年

徳之島支場 296 2９３ ２．５１２．５＋３ 、０ ]_]､７
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第４表沖縄における収量調査Ｑ965年夏植成績）
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第１図作型別薦茎収量及び茎数

□Ｎ:Cd376

Ｌ茎長と茎径

収穫時の原料茎長はＮ:Co3J-Oと大差ないが春植，

夏植においてgC2ll，株出において23cXil程度長い．茎

径は両品種間にほとんど差はないが春植においては

NCo31Oより僅かに小さい傾向にある．

2．原料茎重は明らかにＮ:CO3ｍより多く，春植におい

て32％，夏植で35％，株出で2S％の増収を示してい

る．また沖縄においても1965年夏植（第一製糖）に

おいてユ回だけ指数84％があるのみで外８カ所の成

績で常に増収していることからその増収性は確認さ

れろ．

３．以上のことから本品種は特にＮ:Co3lJOに比し茎数の

増加により増収が得られるものと見られる多げつ性

'ＺＺｌＮ:Co31C

ノ

の品種で，特に株出栽培において常に増収していろ｡

ことは生産費低減のため株出作率の高い現今におい

て好適な品種と考えられる，



当゜作元。元田：サトウキビＮ:ＣＯ､3７６ ５

第５表奄美各地における分析結果
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喜界は生和糖業，笠利は富国製糖，沖永良部は南栄糖業，与論は南島開発における分析結果による．

※（）は与論の還元糖を除いた数値
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1..78 1.０６ 86.ｍ 8６．２８ ０．２７

8４．３０ 9Ｌ２７ ６．９７

Ｍｏｉ
－－

平 均 ２．０７ 8７．７２ 9エユ６ ３．４４
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第６表沖縄における分析の結果 (1965年夏植成績）
－
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プリックス

いずれの栽培型において６Ｎ:CO3ｍより低く，春植で

1.7度，夏植でｴ.27度，株出で1.6度低い．

糖度

喜界のﾕ965年度夏植において0.5度高い外全試験区で

低く，その差も春植でＬ63度，夏植で0.84度，株出で

2.7度とかなり低くなっていろ．また沖縄においても

同様各試験において糖度が低く平均Ｌ31度の差が認め

られていて低糖度は本品種の大きな欠陥とみられろ．

純糀率

Ｎ:Co3ﾕ0より低く，特に株出栽培においてその差が大

きい．沖縄において６同様低く，各栽培型を平均する

と，沖縄，奄美ともにひとしく1.7度の差が認められ

ろ．

還元糖

いずれの栽培型においてもMCo3ﾕOより多い．還元糖

比も大きく特に夏植と株出において大きい．

第２図Ｎ：Co376とMCo310のブリツクス糖度
純糖率の比較(奄美）

Ｎ：Co310ＭＣｏ３７６ＭＣｏ３１０ＭＣｏ３７６
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平均しや茎収量並びに可製糖量
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’
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一
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目
一
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項
一
種
、

三
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ロ叩へ一
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春
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第３図作型別平均可製糖量

に二]N:Co37`〃三N:Co3m
可製糖率はＮ:Co31pより低くその差は夏植く春植く株

出で最も差の大きい株出においてＬ34％となってい

ろ．

l￣
.’

春植５カ所，夏植ﾕ2カ所，株出５カ所の各栽培型別平

均しや茎収量と春植２カ所，夏植４カ所，株出３カ所の

各型別可製糖率で検討すると可製糖量は春植23％，夏植

30％，株出でﾕ6％の増収となり，Ｎ:Co376の増収性が認

められろ．
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第９表株出における萠芽率並びに欠株率 (1965年）
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※（）は収穫後２カ月目の調査その他はﾕ966年８月における生育現況

収穫後の萌芽'住はＮ:Co3]pにまさり欠株率も少ない．

第、表降水量とサトウキビの収量

可別及
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第４図年次別降水量と収量との関係MCo376/Ｎ：Co310

２
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０
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０
５

1965年

llEIlI
1964年

２

１

１

０
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０
０

０
５
０
５

非■

’
’
六
％ノ、

干ばつ時における葉の萎ちよう現象はいくらかＮ:Co31Oより早いが，各年次の生育，収量等を検討してもその影響

は明確でない．

1963年の干ばつ年にあっても30％以上の増収を示しユ965年度もかなり酷い干ばつ状態であったが夏植，株出等大き

く増収していることからＮ:Co31Dに比し特別に耐干性が弱いとは考えられない．

第ｕ表耐風性（ﾕ965年）

折損茎率の調査

夏植与論

MCo376ユ.８％０

Ｎ:Co3mユ.６％３．６％

春械株出

Ｎ:Co376２．６％Ｌ７％

Ｎ:Ｃｏ３１ＯＯＯ

泊
名

％
％

％
７
０

０
０

和
ｕ
６

知

天城瀬戸内

６．７％０

０．９％０

富界

Ｌ８％

０

上記折損茎数から耐風性は僅かにＮ:Co3ﾕOに劣るようにも見られるが大差はないものと思われる．
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第、表耐病性

ﾕ．モザイク接種試験成績

物|“㈱＆|篶体妻|調一 .'(重病個体二）接種日’接種原｜接種植

ﾕ965年
５月２日

黄色条斑ＭＣｏ３７６
の水添加磨砕汁

ﾕ965年
６月２日

Ｎ:Ｃｏ３ｍ
カーボランダム法 ５ ０

トウモロコシ

Ｎ:Ｃｏ３１０

５ ０〃〃

〃
緩
磨

〃

衝液
砕汁

燐酸
添加 ５ ０〃〃 〃

トウモロコシ ０５ 〃〃 〃 〃

ほかの，モザイク病は上記いずれの方法でも］J００％伝染した．

2．南アフリカでの主要病害に対する抵抗性

四57年５月第３号誌南アフリカ砂糖協会試験場

性性 防 染耐

種品

倭化病|M剛 MosaiclStylakl枯葉病｜ゴム病｜黒穂病｜赤腐病|さや枯病｜Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

⑬
□

。
○

。
◎

。
○

ｏ
◎

。
△

◎
ｏ

Ｎ：Ｃｏ３７６

Ｎ：Ｃｏ３１０

●
●

●
●

耐性：すでに感染しても収量に大きな減収を生じない

○：非常に耐性に乏しい

。：耐性に乏しい

●：耐性あり

感染性：容易に感染し難いもの

△：非常に感染し易い

感染し易い

中庸

明かに抵抗性

抵抗性あり

非常に抵抗性

□
○
ｏ
◎
●

1965年５月30日調査3．葉焼病に対する抵抗性大島支場

名｜発病程度 傭 考種品

徳之島糖業支場の夏植品

種比較圃で調査したもの

Ｎ
Ｎ

ＣＯ３７６

ＣＯ３１．０

＋＋

＋＋

以上を総合して現在栽培されているＮ:Co3ﾕPとＮ:Co376とは主要病害については大差ないものとみてよいと考えら

れる．
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第、表出穂率

(1)年度別出穂率

ﾕ964年夏’1964年春｜ユ965年夏｜ユ965年春｜ユ965年株出
薮堰

Ｎ：Ｃｏ３７６

Ｎ：Ｃｏ３ユ０

9.0％

５.ユ

15.8％
●

4３．６

27.2％

2９．３

2.0％

２．０

48.0％

３５.ユ

(2)栽培型別出穂率（平均）

別

春 欄 埴夏 株 出
品種名

Ｎ：Ｃｏ３７６

Ｎ：Ｃｏ３１０

8.9％

2２．８

18.ﾕ％

ｎ.２

48.0％

３５.ユ

出穂率はMCo3]、とほとんど変わりなく平均蝉慨収2.％程度の出穂である．

4．調鼈の難易

サトウキビの生産費中収かく労働費の占める％は極めて大きく調整の難易は品種選定上大きな条件の一つと考えら

れるがＮ:Co3?6はしや茎ほぼ直立し揃いもよく脱葉の難易はＮ:CoaLOと変わりないものと見られる．

以上総合してＮ:Co376は増収性は認められるが糖度が低く，可製糖率も低いのでこれが加工面に及ぼす経済性等が

奨励品種選定上大きな問題と考えられる．
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